
高時川頭首工

高
時
川

保延寺持寺

洞戸

石道

1号落差工

尾山

小山

高野

○農業用水（中央幹線用水路）の落差を有効活用した小水力発電施設を整備

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：滋賀県長浜市
： 10kW
： 46MWh
： 6.41m3/s
： 1.15m
： 1億円
：令和2年4月
：地域用水環境整備事業

（湖北地区）
：湖北土地改良区

小水力発電の事例（湖北中央幹線１号発電施設）

期別水量

滋賀県

水車発電機

こ ほ く

1
号
落
差
工

4
号
落
差
工

3
号
落
差
工

2
号
落
差
工

起
点

高
時
川
頭
首
工

約850m

約210m 約140m 約400m 約100m

水車発電機

中央幹線水路縦断模式図
水車発電機

（オープン型横軸クロスフロー水車）

縦断面図

横断面図

水車発電機（1号落差工）

12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

流
量
(m3/s)

Q=11.276m3/s

Q=2.490m3/s

Q=10.189m3/s

Q=3.200m3/s

Q=4.223m3/s 農業用水

発電用水（農業用水に従属）
※発電最大使用水量

※Q=6.410m3/s
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高時頭首工

高
時
川

保延寺持寺

洞戸

石道

3号落差工

4号落差工

尾山

小山

高野

○農業用水（中央幹線用水路）の落差を有効活用した小水力発電施設を整備

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：滋賀県長浜市
： 22kW
： 98MWh
： 4.51m3/s
： 2.95m
： 9,800万円
：平成28年10月
：地域用水環境整備事業

（湖北地区）
：湖北土地改良区

小水力発電の事例（湖北中央幹線３、４号発電施設）

12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

期別水量

流
量
(m3/s)

Q=11.276m3/s

Q=2.490m3/s

農業用水

水車発電機（３号落差工）

水車発電機（４号落差工）

発電用水（農業用水に従属）
※発電最大使用水量

Q=10.189m3/s

Q=3.200m3/s

Q=4.223m3/s

水車発電機
（オープン型横軸クロスフロー水車）

滋賀県

中央幹線縦断模式図

水車発電機

こ ほ く

※Q=4.51m3/s
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2000 (ﾗﾝﾅ幅)

落差工

小水力発電の事例（姉川エコ発電所）

○農業用水（幹線用水路）の落差を有効活用した小水力発電施設を整備

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：滋賀県米原市
： 16.5kW
： 87MWh程度
： 1.47m3/s
： 2.5m
： 5,600万円
：平成29年8月
：地域用水環境整備事業

（姉川沿岸地区）
：姉川沿岸土地改良区

あねがわ

流
量

(m3/s)

農業用水 発電用水（農業用水に従属） ※最大発電使用量

2.74 m3/s

1.49 m3/s 1.49 m3/s

1.47 m3/s

小水力発電施設

期別水量
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小水力発電の事例（鮎屋川ダム小水力発電所）

○県営かんがい排水事業鮎屋川地区の鮎屋川ダム導水管を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：兵庫県洲本市
： 16kW
： 87MWh
： 0.1m3/s     
： 20.9m   
： 7,300万円
：平成28年2月
：地域用水環境整備事業

（鮎屋川地区）
：兵庫県鮎屋川土地改良区

あ い や が わ

模式図

鮎屋川ダム小水力発電施設

ポンプ逆転水車

発電機

取水口

導水管

河川維持放流

西幹線水路

合流幹線水路

減勢桝及び
１号分水工

→ 西幹線水路

鮎屋川 ↑ 河川放流
ダム ↑

取水口 →
φ800
導水管

→ →

→
↓

発電用管路φ250

→
合流幹線水路

鮎屋川→ → → 洲本川へ

減勢桝
１号

分水工

副
ゲート

主
ゲート

発電機
発電用
水車

→

 1.365㎥/s

0.953㎥/s　　　 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

0.118㎥/s 0.118㎥/s

流
量

（㎥/s）

0.104㎥/s

期別水量

発電用水（河川維持放流・及びかんがい用水

に従属） ※発電最大使用水量0.104㎥/s
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発電施設

小水力発電の事例（呑吐ダム小水力発電所）

○国営東播用水二期地区における呑吐ダム中央幹線水路を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 工 事 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：兵庫県三木市
： 275 kW
： 867 MWh
： 1.45 m3/s 
： 29.95 m
： 3億9,100万円
：平成28年4月
：国営かんがい排水事業
（東播用水二期地区）

：東播用水土地改良区

ど ん と

中央幹線水路
取水設備室

小水力発電設備

兵庫県

12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

期別水量

流
量

(m3/s) 12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

農業用水 発電用水（農業用水に従属）

2.427 m3/s

1.383 m3/s 1.383m3/s
1.45m3/s
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小水力発電の事例（大川瀬ダム小水力発電所）

○国営東播用水二期地区における大川瀬ダム放流設備を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 工 事 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

お お か わ せ

：兵庫県三田市
： 199 kW
： 968 MWh
： 1.44 m3/s 
： 22.98m
： 3億3,900万円
：平成28年4月
：国営かんがい排水事業

(東播用水二期地区)
：東播用水土地改良区

放流設備室

兵庫県

12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

期別水量

流
量

(m3/s) 12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

農業用水

4.6 m3/s

発電用水（農業用水に従属）

発電施設

小水力発電設備

※ 分岐管は、将来小水力発電設備を設置することを目的として、大川瀬ダム建設
当時に設置された配管。今回、この既設管を利用して発電設備を設置。
本管・分岐管は水槽で合流し、河川放流と導水路（2路線）に分岐している。

ダム堤体側

ダム下流側

1.44 m3/s
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12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

○農業用ダムの河川放流水を活用した小水力発電施設を整備

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：奈良県山辺郡山添村
： 60kW
： 380MWh
： 0.29m3/s 
： 30m
： 1億8,700万円
：平成26年10月
：地域用水環境整備事業

（上津ダム地区）
：大和高原北部土地改良区

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

期別水量

流
量

(m3/s) 12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

河川放流水

0.195～0.29 m3/s

発電用水（河川放流水）

※１級河川（管理者：奈良県）へ農業用ダムの河川放流水を活用。
河川維持流量の0.195～0.29m3/sを年間を通じて活用して発電。

水車・発電機

小水力発電の事例（上津ダム小水力発電所）
か み つ

堰堤

発電設備

放流工

湖面

設置状況
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○河岸段丘上の農業用水路から高田川へ流下する高低差165mを利用した発電所

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：和歌山県新宮市
： 282kW
： 1,784MWh
： 0.23m3/s
： 165m
： 3億7,883万円
：平成11年4月
：中山間地域農村活性化総合整備事業

（高田地区）
：新宮市

小水力発電の事例（高田小水力発電所）
た か た

期別水量

流
量

(m3/s) 12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

農業用水 発電用水（農業用水に従属）

※新宮川水系高田川から取水する農業用水に従属する用水として整理。
河川維持流量に不足を生じない限り、年間を通じて0.23m3/sを取水。

0.23 m3/s

ヘッドタンク

放水口

高田小水力発電所

有効落差 １６５ｍ

水車発電機
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計画平面図

安
楽
川
井
幹
線
水
路

発電設備

除塵機
開水路(蓋)

開
水
路
(
蓋
)

○国営大和紀伊平野地区における用水路落差工を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

： 和歌山県紀の川市
： 22kW
： 126MWh
： 1.69m3/s    
： 2.3m 
： 8,800 万円
：平成27年6月
：国営農業用水再編対策事業

（大和紀伊平野地区）
：安楽川井土地改良区

小水力発電の事例（安楽川井発電所）

大
阪

和歌山

兵庫
京都

滋賀

奈良

水路落差工 除塵機 開水路(蓋) トンネル

水車室建屋

開
水
路(

蓋)

農業用水期別水量

流
量

(m3/s)

1.69m3/s

発電用水（農業用水に従属）

12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月
流
水
方
向

余水吐

制御盤

安楽川井幹線水路小水力発電施設位置

荒見井連絡水路

藤崎頭首工・左岸

（第４取水口）

安楽川井幹線水路

トンネル

発電設備（縦軸軸流）

発電設備（縦軸軸流）

水車室建屋

水路落差工

あ ら か わ い
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小水力発電の事例（島ノ瀬ダム小水力発電所）

○国営南紀用水地区の島ノ瀬ダムの導水管を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：和歌山県日高郡みなべ町
： 140kW
： 750MWh
： 0.68m3/s     
： 28.2m   
： 1億3,454万円
：平成24年9月
：地域用水環境整備事業

（南紀島ノ瀬地区）
：南紀用水土地改良区

取水口

導水管

放水口

小水力発電施設

し ま の せ

12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

期別水量

流
量

(m3/s)

12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

0.68 m3/s
※発電最大使用水量

1.034 m3/s
1.020 m3/s

1.223 m3/s
1.117 m3/s

1.034 m3/s

発電用水（ダムからの維持放流・常時満水位維持
のための放流及びかんがい用水放流に従属）

0.68 m3/s

発電機一体型リング水車

川崎重工業ホームページより転載
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